
◆
介
護
短
歌
と
は

介
護
に
か
か
わ
る
人
が
日
常
の
中
で

感
じ
る
思
い
を
短
歌
に
込
め
て
表
現
す

る
…
。
こ
の
作
業
の
中
で
日
々
の
生
活

を
客
観
的
に
見
つ
め
た
り
、
自
分
の
気

持
ち
を
整
理
し
た
り
す
る
大
切
な
時
間

を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

公
民
館
で
は
昨
年
度
か
ら
介
護
短
歌

の
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
講
座
で

は
作
品
を
作
り
、
そ
れ
を
他
の
人
に
発

表
し
体
験
や
思
い
を
共
有
し
ま
す
。
地

域
の
中
に
あ
る
身
近
な
人
の
想
い
に
少

し
で
も
寄
り
添
い
、
思
い
や
り
の
輪
が

広
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◆
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら

講
座
に
は
介
護
し
て
い
る
方
、
さ
れ

て
い
る
方
、
介
護
士
の
方
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
立
場
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

作
品
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
の
や
り
と

り
、
老
夫
婦
の
会
話
、
娘
の
闘
病
と
孫

の
面
倒
を
み
る
日
々
、
家
族
の
思
い
や

り
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
で
作
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

講
師
の
小
谷
あ
ゆ
み
さ
ん
の
明
る
い

雰
囲
気
の
進
行
の
中
、
涙
と
笑
い
が
混

ざ
り
な
が
ら
の
講
座
で
し
た
。

今
年
度
も
講
座
を
実
施
し
ま
す
。
作

品
の
募
集
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
公

民
館
へ
足
を
運
ぶ
の
が
難
し
い
方
も
ぜ

ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

参
加
者
の
作
品

７月から講座がはじまります
ぜひご参加ください！

①７月２６日（木）「介護短歌ってどんなもの？」

②９月２３日（日）「作った作品の発表会」

いずれも昼２時～４時

講 師 小谷 あゆみ（フリーアナウンサー、ＮＨＫ

「福祉ネットワーク 介護百人一首」司会）

ところ 公民館 ３階集会室

対 象 「介護する」「介護される」等介護体験のある方

定 員 ３０名（先着順）

申込先 ７月１０日（火）朝９時～ 電話可

公民館�（５７２）５１４１

●講座に参加できない方、作品提出のみも受付けます。

締切：９月１４日（金）まで。

＊介護で忙しい最中の方にもぜひお声かけください。

◇
講
座
の
感
想

・
父
母
の
介
護
、
亡
く
な
る
前
後
の
慌
た
だ
し
さ
を
想
い
出

し
書
き
残
す
良
い
機
会
を
得
た
。
病
人
の
気
持
ち
を
理
解

す
る
愛
情
を
持
つ
努
力
の
貴
重
さ
を
改
め
て
実
感
し
た
。

・
メ
モ
日
記
を
整
理
す
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。
皆
さ
ん
の

体
験
を
知
る
こ
と
も
で
き
、
良
い
学
び
と
な
っ
た
。

◇
ロ
ビ
ー
で
の
作
品
展
を
見
た
方
の
感
想

・
思
わ
ず
…
泣
け
て
き
ま
し
た
。

・
介
護
四
年
、
老
々
介
護
の
疲
れ
で
倒
れ
た
。
何
も
で
き
ず

生
か
さ
れ
て
い
る
夫
に
痛
み
を
取
る
こ
と
も
で
き
な
い
辛

さ
…
介
護
う
つ
。
介
護
短
歌
で
共
有
で
き
る
思
い
、
時
間

が
あ
れ
ば
お
仲
間
に
入
り
た
い
。

＊
昨
年
度
の
講
座
は
７
月
２４
日
、
１０
月
２
日
（
い
ず
れ
も
日
曜

日
）
に
、
作
品
展
は
１１
月
２５
日
�
～
１２
月
２
日
�
に
行
い
ま

し
た
。

参

加
者
の
声

発行

国立市公民館
〒１８６‐０００４
国立市中１‐１５‐１

� ０４２‐５７２‐５１４１
FAX０４２‐５７３‐０４８０

休館日：毎週月曜日

我
が
妻
に
口
の
動
き
で
あ
り
が
と
う

辛
苦
忘
れ
る
声
な
き
声
に

綺
麗
だ
よ
愛
し
て
い
る
と
な
ぜ
言
え
ぬ

何
時
ま
で
生
き
る
訳
も
な
い
の
に

か
き
氷「
ブ
ル
ー
ハ
ワ
イ
」の
海
の
色

と

も

空
に
亡
友
在
り
介
護
所
の
窓

咲
き
初
む
る
桜
の
中
を
ホ
ス
ピ
ス
へ

迎
へ
て
く
る
る
ヨ
ハ
ネ
の
両
手

別
れ
る
日
わ
か
れ
ば
も
っ
と
親
孝
行

し
て
あ
げ
た
か
っ
た
も
っ
と
た
く
さ
ん

介介
護護
短短
歌歌

〈
講
座
報
告
〉

は
じ
め
ま
せ
ん
か

（ユネスコ学習権宣言）学習権とは、読み書きの権利であり、問い続け、深く考える権利であり、
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家庭で出る生ごみを自分で分解してみませんか？

神奈川県葉山町が成功した「バクテリア deキエーロ」

は、野菜くずだけでなく腐らせてしまった食材や使用後の

食用油も上手に分解します。生ごみを土に混ぜるという簡

単な手法ですが、比較的においや虫が少ない優れものです。

今回の講座ではその「バクテリア deキエーロ」を製作

します。家に持ち帰って活用してください。土は野菜作り

やお庭の手入れなどへ利用できます。また同時に葉山町の

取り組みについてもお聞きします。

生ごみを循環させる生活を考え、地域で一緒にごみ減量

に取り組んでいきましょう。

〈第１回〉説明会（実物見学・使い方など）

７月２１日（土）昼１時半～３時半 公民館 ３階講座室

〈第２回〉BOX作り

８月５日（日）昼１時半～５時 公民館 地下ホール

＊第１回と第２回の間に準備会を設ける予定です。

講 師 松本 信夫
（「バクテリア deキエーロ」発案者）

定 員 キエーロ作り…市内在住の方。１５世帯（先着順）

※説明会・ＢＯＸ作りの見学のみも受付けます。

材料費 作る方のみ。庭用かベランダ用を選んでください。

庭用 ２５００円、ベランダ用 ３０００円

※市の助成（５分の３）を受けた後の金額です。

申込先 ７月７日（土）朝９時～

公民館�（５７２）５１４１

今回はプラネタリウムを使って、夜空の星々だけでなく、

日食など日中の太陽周辺の様子も見てみたいと思います。

前半は５月の金環日食の報告や、６月の金星の太陽面通

過の解説などと、新しく設置されたデジタルプラネタリウ

ムの紹介をしていただきます。

そして後半は桐朋中学・高等学校の地学部員のみなさん

に、プラネタリウムを操作しながら四季の星座のお話をし

ていただきます。どうぞご参加ください！
はやと

お 話 上原 隼（桐朋中学・高等学校教諭）、

桐朋中学・高等学校地学部の皆さん

と き ７月２８日（土）朝１０時半～１１時半ごろ

ところ 桐朋中学・高等学校 プラネタリウム（３階）

※受付場所は申込者へ別途ご連絡します。

対 象 子どもと保護者 定員 ３０組（先着順）

申込先 ７月１０日（火）朝９時～

公民館�（５７２）５１４１

◎昨年度も多くの方が利用されました

２３年度の公民館の会場利用状況の統計

では、１日あたりの平均利用者数は２３１

人、年間７万１６００人の方々の利用があり

ました。すべての会場の利用率平均は

８４％にのぼり、各団体・サークルでの会

場の利用回数は２２年度より増加し、６２３１

回となりました。

◎最も利用が多い地下ホール

会場の時間帯ごとの利用数を比較する

と、各会場ともほぼ午後の時間帯の利用

が多くなっています（棒グラフ）。その

中でもホールの利用が最も多く、４３７回

でした。午後の時間帯だけで年間開館日数の３０９回を超え

ていることから、１日の午前・午後・夜間の各時間帯にお

いて、時間を細分化した利用が見受けられます。

会場ごとの総利用数を比較すると、ホールが１１１３回と最

も多く、次いで音楽室、中集会室、集会室、講座室、小集

会室、和室、実習室となっています（折れ線グラフ）。

◎多くの方々に利用していただくために

公民館では、できるだけ多くの方々に有効にご利用いた

だけるように毎月会場利用調整会を行い、利用団体間での

話し合い、譲り合いによる細やかな会場調整をしています。

＊ご利用についての詳細は、公民館までお問合せください。

親子で遊ぼう・考えよう〈第２回〉

プラネタリウムで
星と太陽を見よう！

生ごみ分解ＢＯＸをつくろう！
「バクテリア deキエーロ」葉山町の取り組み

１日あたり２３１人が利用（公民館会場利用統計から）

あらゆる教育の手だてを得る権利であり、個人的・集団的力量を発達させる権利である。

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
見
た

夜
空
の
星
座
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市市民民にによよるる市市民民ののたためめののメメデディィアア研研究究〈〈第第５５回回〉〉

くくににたたちち市市民民メメデディィアア構構想想会会議議
――市市民民ががメメデディィアアのの主主役役ににななるるたためめにに――

〈〈くくににたたちちブブッッククククララブブ ささままよよええるる心心とと言言葉葉２２〉〉

金金井井美美恵恵子子『『タタママやや』』
（（河河出出文文庫庫））

男性の料理教室男男性性のの料料理理教教室室

お 話 國分 功一郎（高崎経済大学・哲学）

４００ページを越す著書『暇と退屈の倫理学』を貫く著者

の関心は、「人間らしい生活とは何か？」です。パスカル

を皮切りに、文化人類学、考古学、経済学、消費社会論、

動物行動学、そして「退屈論の最高峰」と著者が考えるハ

イデッガーの理論を渉猟し、答えに接近します。

よくある抽象的な問いと難解な論理に敬遠されがちな哲

学書のイメージを覆す平易な文体、熱く勢いある思考が、
ひら

ポジティブで自由な可能性を拓きます。「自分らしく、自

分だけの生き方のルールを見つけること」。この問いに哲

学的な根拠をもって答えを導く著者にお話をうかがいます。

〈國分さんの著書〉『暇と退屈の倫理学』（朝日出版社）、『ス

ピノザの方法』（みすず書房）ほか

と き ７月２８日（土）昼２時～４時

ところ 公民館 ３階講座室

＊ご自由においでください。

〈〈平平和和講講座座〉〉

被被爆爆体体験験をを聞聞くくつつどどいい
お 話 桂 茂之、平田 忠道

（国立原爆被爆者の会 くにたち桜会）

広島と長崎に原子爆弾が投下されてから６７年がたちます。

戦争や核兵器の悲惨さは、当時の写真や資料を読み解き

想像を巡らせることができますが、被

爆者の方から直接お話を聞くと、当時

の人々が目にした光景やにおいまでも

が伝わってくるようです。

長崎で被爆された桂さんと、広島で

被爆された平田さんのお話を聞き、平

和とは何か、さまざまな世代の方と考える機会にしたいと

思います。

と き ８月１１日（土）昼２時～４時

ところ 公民館 １階市民交流ロビー

＊ご自由においでください。

＊８月６日（月）～１９日（日）まで、市内９か所で『ふつ

うの日になったのか原爆の日』展が開催され、公民館１

階の市民交流ロビーにも８作品が展示されます。こちら

もあわせてご覧ください。

はじめ

講 師 白石 草（OurPlanet-TV代表、一橋大学等講師）

３月１１日の震災以降、マスメディアの重要性と限界の両

面が語られています。また現在は、インターネットのソー

シャル・メディア（ユーチューブやツイッターなど）の普

及によって、誰もが情報を発信することが可能になってい

ます。この講座では、こうした新たなメディア状況の問題

を考えながら、メディアとの向き合い方、「市民メディア」

の可能性を探ってきました。

今回は、より具体的に地域におけるメディア実践のあり

方を参加者の皆さんと議論したいと思います。ゲスト講師

には、マスコミ報道のあり方に疑問を投げかけ、独自の取

材・情報発信で注目を集めるインターネット放送局の先駆

者、白石草さんをお招きします。国内外に広がる市民によ

るさまざまな情報発信の試みに学びながら、国立ならでは

の「市民メディア」を共に考えてみませんか。

〈白石さんの本〉『メディアをつくる』（岩波書店）、『ビデ

オカメラでいこう』（七つ森書館）ほか多数。

＊今後も月１回程度のペースで開催していく予定です。

と き ７月２９日（日）昼２～４時半

ところ 公民館 地下ホール

定 員 ５０名（先着順）

申込先 ７月１１日（水）朝９時～

公民館�（５７２）５１４１

講 師 山岸 郁子（日本大学・日本近代文学）

と き ７月１２日（木）夜７時半～９時半

ところ 公民館 ３階講座室

申込先 公民館�（５７２）５１４１

＊次回は９月１３日（木）角田光代『八日目の�』（中公文

庫）です。

＝ 酒のおつまみ ＝
ささっとできて、作るのも食べるのも楽しい和洋中のお

つまみを数種作りましょう。盛り付けにも気を配ります。

最後はお茶漬けを一品。どうぞご参加ください。

講 師 北川 みどり（管理栄養士）

と き ７月２８日（土）夕４時～７時

ところ 福祉会館 料理講習室 定員 ２０名（先着順）

費 用 一人８００円（予定額）

※７月２６日（木）までに公民館へお支払いください。

お支払いのない場合はキャンセル扱いになります。

受付時間：朝９時～夕５時（月曜日以外）

食材購入後のキャンセルは実費を負担していただきます。

精算は教室の当日に行います。

持ち物 エプロン、頭巾（タオルでも可）、筆記用具、

ポリ袋（ゴミ持ち帰り用）

申込先 ７月１１日（水）朝９時～

公民館�（５７２）５１４１

※会場では飲酒できません。

<<図図書書室室ののつつどどいい>>

人人間間ららししいい生生活活ととはは何何かか？？
――暇暇とと退退屈屈のの倫倫理理学学――

学習権とは想像し、創造する権利であり、自分自身の世界を読み取り、歴史をつづる権利であり、��
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〈シネボックス 公民館映画会〉

『時をかける少女』
角川ヘラルド映画 ２００６年 カラーアニメ９８分

回 日 時 テーマ 講 師

１ ７月２４日（火）

昼２時～４時
「地域活動とは？」

ひ ろ き

林 大樹
（一橋大学）

２
８月７日（火）

昼２時～４時

「くにたちの

地域活動を知る」

菱沼 勇介
（NPO法人地域自

給くにたち）

監督 細田守 原作 筒井康隆 脚本 奥寺佐渡子

声の出演 仲里依紗、石田卓也、板倉光隆、原沙知絵、

谷村美月、垣内彩未、関戸優希ほか

東京の下町にある高校に通う女

子高生・紺野真琴は、ある日踏切

事故にあったのをきっかけに、時

間を過去に遡ってやり直せる能力

に目覚めてしまう…。

筒井康隆の名作『時をかける少

女』を原作としながらも、俊英・

細田守監督は原作の物語の映画化

ではなく、原作から約２０年後を舞

台に次世代の少年少女が繰り広げ

る続編的な青春物語としてすがす

がしいタッチで描き、ロングラン

ヒットを記録。数々の映画賞に輝

いた。

と き ７月２２日（日）昼２時～

ところ 公民館 地下ホール

定 員 ８５名（当日先着順）

＊ご自由においでください。ただし、定員を超えた場合は

入場を制限させていただきます。

私たちの暮らしている国立で、あなたの経験やチカ
ラを活かしてみませんか。

国立には地域活動が活発に行われてきた歴史があり、現

在も多くの方がそれぞれに合った活動をされています。

この講座は、「地域活動」とは何なのかを知ることから

始めます。そして、参加者の皆さんと意見交換をしながら、

国立の課題を見つけ、それに対して私たちは各々どのよう

にかかわれるのかを考えていきます。

第１回はくにたち富士見台人間環境キーステーション

（通称ＫＦ）の立ち上げに携わった林さん、第２回は市内

でさまざまな活動をされている菱沼さんにお話をうかがい

ます。

＊この講座は９月以降も継続していく予定です。

ところ 公民館 ３階講座室

定 員 ３０名（先着順）

申込先 ７月１０日（火）朝９時～

公民館�（５７２）５１４１

第５７回くにたち市民文化祭
◎総合美術展のお知らせ

実行委員会企画「市民総合美術展」を以下の日程で

開催します。本年度の会場は公民館１か所になります。

◆期間 １２月４日（火）～９日（日）

※この期間に休館日はありません。

募集要項は８月１日以降、次の施設に置いてありま

す。皆様のご応募をお待ちしています！

【募集要項配布場所】

公民館、中央図書館、郷土文化館、芸小ホール、

福祉会館、北・南市民プラザ

国立市では、今年の夏の節電対策の一環として、電力の

ピーク時となる日中の家庭の消費電力を抑えるため、また

熱中症の対策として、公民館をはじめ市内各施設のロビー

などを活用した“市民涼みの広場”を開設します。

公民館の市民交流ロビーは、日ごろから気軽に一人でも

立ち寄れるフリースペースやコミュニケーションスペース

として開放しています。また、公民館の冷房は電気を大き

く消費しないガス空調機器なので、安心してご利用いただ

けます。ぜひお立ち寄りください。

◎第４２回 国立市書道展への書作品公募
（国立市書道連盟）

１０月１３日（土）・１４日（日）の２日間、福祉会館に

て書道展を開催します。一般入賞作品は、市内の商店

などに無償貸出しします。

申込・問合先 事務局 松岡�（５７２）１６９３

受付時間 朝１０時～１２時

申込締切 ９月８日（土）

＊詳細は申込み時に。公募規定は事務局まで。

くにたち地域活動入門

公公民民館館ロロビビーー““涼涼みみ処処””にに
おお立立ちち寄寄りりくくだだささいい

http://www.city.kunitachi.tokyo.jp/kominkan/

緑
の
カ
ー
テ
ン

裏
口
側
で
ひ
ょ
う
た
ん（
写
真
）、
正
面
で
ア
サ

ガ
オ
な
ど
を
栽
培
中
！
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絵
を
か
く
水
耀
会
・
会
員
募
集

油
・
水
彩
そ
の
他
な
ん
で
も
Ｏ
Ｋ
。

個
性
尊
重
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
楽
し

く
描
い
て
い
ま
す
。
公
募
展
出
品
の
指

導
も
受
け
ら
れ
ま
す
。
月
２
千
円
。
見

学
大
歓
迎
。

日
時

毎
月
第
二
・
四
水
曜
日
午
前
中

場
所

芸
小
ホ
ー
ル

地
下
ア
ト
リ
エ

連
絡
先

田
所
（
５７２
）
７
０
９
３

「
く
に
た
ち
写
遊
会
」
会
員
募
集

一
緒
に
写
真
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

初
心
者
か
ら
経
験
者
ま
で
歓
迎
。
毎
月

第
二
、
四
水
曜
日
に
撮
影
会
。
カ
メ
ラ

の
機
種
は
問
い
ま
せ
ん
。
講
師
指
導
あ

り
。
年
齢
性
別
不
問
。
会
費
月
千
５００
円
。

日
時

第
一
、
三
水
曜
日

昼
１
時
～

場
所

公
民
館

連
絡
先

末
永
（
５７７
）
３
４
４
０

社
交
ダ
ン
ス
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

２０
名
の
仲
間
で
２
人
の
先
生
に
指
導

を
受
け
、
レ
ッ
ス
ン
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
会
費
月
２
千
５００
円
。
経
験
者
歓
迎
、

初
心
者
も
可
。
毎
年
姉
妹
サ
ー
ク
ル
と

の
合
同
パ
ー
テ
ィ
ー
も
あ
り
。

日
時

毎
週
火
曜
日

昼
１
時
～
３
時

場
所

公
民
館

地
下
ホ
ー
ル
（
予
定
）

連
絡
先

中
島
（
５７２
）
７
８
９
８

水
泳
同
好
会
会
員
募
集

お
水
が
恋
し
い
季
節
で
す
。
涼
し
い

プ
ー
ル
で
楽
し
い
仲
間
と
泳
ぎ
ま
せ
ん

か
。
レ
ベ
ル
別
に
公
認
コ
ー
チ
が
親
切

に
指
導
し
ま
す
。
初
心
者
歓
迎
。
男
女

不
問
。
体
験
に
ど
う
ぞ
。

日
時

毎
週
火
曜
日

夜
７
時
～
９
時

場
所

総
合
体
育
館

室
内
プ
ー
ル

連
絡
先

石
橋
（
５７７
）
２
６
２
１

国
立
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

一
緒
に
水
泳
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

各
種
水
泳
大
会
に
出
場
し
た
り
、
海
や

湖
で
の
遠
泳
も
試
み
ま
す
。
２５
ｍ
以
上

泳
げ
る
人
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
体
験

入
会
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

毎
週
火
曜
日

夜
８
時
～
９
時

場
所

総
合
体
育
館

室
内
プ
ー
ル

連
絡
先

土
山
（
５７５
）
３
２
０
０

水
泳
ク
ラ
ブ
「
紫
水
会
」
会
員
募
集

家
庭
の
ク
ー
ラ
ー
節
電
と
健
康
増
進

の
一
石
二
鳥
を
め
ざ
し
て
楽
し
く
泳
ぎ

ま
せ
ん
か
。
公
認
コ
ー
チ
が
泳
力
別
に

丁
寧
に
指
導
。
老
若
男
女
、
仲
間
は
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
ま
ず
体
験
に
ど
う
ぞ
。

日
時

毎
週
火
曜
日

昼
２
時
～
４
時

場
所

総
合
体
育
館

室
内
プ
ー
ル

連
絡
先

荒
木
（
５７５
）
６
４
６
７

「
マ
ザ
ー
グ
ー
ス
」
へ
の
お
誘
い

懐
か
し
い
思
い
出
の
曲
か
ら
新
し
い

オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
ま
で
、
日
本
語
の
曲

を
中
心
に
歌
い
続
け
て
い
る
女
声
コ
ー

ラ
ス
で
す
。
ご
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
。

見
学
大
歓
迎
で
す
。

日
時

月
３
回
木
曜
日
朝
１０
時
～
１２
時

場
所

公
民
館
地
下
ホ
ー
ル
（
予
定
）

連
絡
先

金
子
（
５７６
）
９
５
２
４

親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
メ
ン
バ
ー
募
集

一
歳
半
～
三
歳
児
と
お
母
さ
ん
。
リ

ト
ミ
ッ
ク
は
才
能
を
引
き
出
し
伸
ば
し

ま
す
。
親
子
で
心
と
身
体
を
解
放
し
ま

せ
ん
か
。
笑
顔
と
共
に
、
生
活
が
リ
ズ

ミ
ッ
ク
に
変
わ
る
は
ず
で
す
。
Ｋ
Ｒ
Ｐ

日
時

月
曜
日

昼
２
時
～

月
３
回

場
所

南
区
公
会
堂
フ
レ
ス
ポ
ホ
ー
ル

連
絡
先

榎
本
０９０
（

５３９９
）
９
５
３
０

〈〈社社会会体体育育事事業業〉〉

小小学学生生のの水水ののササババイイババルル教教室室
（（着着衣衣泳泳教教室室））参参加加者者募募集集！！

もうすぐ夏休み。水遊びは楽しいけれど…もしもの時どう

する？ 服を着たまま水に入ったらどうなるかな？

さあ、楽しく体験しましょう。もちろん、泳ぎの苦手な子

も大丈夫。その後は、プールで水遊びも待っているよ。みん

な集まれ！

≪場所と日時≫

・第一小学校プール…８月６日（月）朝９時半～１１時半

・第三小学校プール…８月３日（金）朝９時半～１１時半

・第四小学校プール…８月６日（月）昼１時半～３時半

※申込み時にどちらの学校へ参加希望かお知らせください。

指導員 国立市スポーツ推進委員 堀 政代（ほか助手数名）

対 象 小学１年生～６年生（市内在学・在住）

必要なもの

水着、水泳帽子、バスタオル、飲料水、ふだん着ている

トレーナーやパーカー（長袖）、長ズボン（半ズボン不

可）、空のペットボトル（２リットル１本。中を洗って

ください）、スーパーで使うビニール袋（穴のあいてい

ないもの）

※ペットボトル、ビニール袋はうきわとして使います。

※服を着たまま水に入ります。色落ちしないものを持ってき

てください。衛生管理の面で、服は洗濯してあるものをお

持ちください。

申込方法 ７月９日（月）より電話にて受付け（正午～昼１

時と土日は除く）

申込・問合先 生涯学習課 社会教育・体育担当

�（５７６）２１０７（直通）

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

６
月
１２
日
（
火
）
第
２８
期
第
２０
回
定

例
会
を
開
催
。
委
員
１１
名
、
館
長
、
職

員
４
名
。
傍
聴
２
名
。

前
回
の
議
事
録
確
認

主
催
事
業
に
つ
い
て

館
長
か
ら
平
成
２３
年
度
主
催
事
業
の

当
初
予
定
と
実
績
、
平
成
２４
年
度
予
定

事
業
の
説
明
あ
り
。
委
員
か
ら
時
代
に

合
わ
せ
た
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
は
良

い
と
の
意
見
あ
り
。

報
告
事
項

○
公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
会

し
ょ
う
が
い
し
ゃ
青
年
教
室
、
喫
茶

わ
い
が
や
の
記
事
が
好
評
と
の
感
想

あ
り
。

○
社
会
教
育
委
員
の
会

５
月
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
答
申
に

向
け
て
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
、
次

回
か
ら
詳
細
を
詰
め
る
と
の
報
告
あ

り
。

○
東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会

・
今
年
の
研
究
大
会
は
１２
月
９
日
に
東

村
山
市
に
て
開
催
。
テ
ー
マ
は
「
公

民
館
は
地
域
の
絆
！
」。
基
調
講
演

ゆ
た
か

は
辻
浩
さ
ん
。

・
委
員
部
会
の
全
体
会
と
第
一
回
研
修

会
を
７
月
１５
日
に
国
立
市
公
民
館
で

開
催
。

○
そ
の
他

・
次
期
公
運
審
委
員
選
定
の
今
後
の
日

程
に
つ
い
て
説
明
あ
り
。

・
委
員
長
よ
り
３
月
国
立
市
議
会
定
例

会
で
の
教
育
長
答
弁
の
報
告
と
、
今

後
の
公
民
館
職
員
の
あ
り
方
に
つ
い

て
の
建
議
内
容
へ
の
提
案
あ
り
。

次
回
は
７
月
１０
日
（
火
）
午
後
７
時

１５
分
か
ら
。
傍
聴
歓
迎
。（
松
本
）

ひ
ろ
ば

（
６
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
）

静
寂
の
学
園

―
一
橋
大
学
西
校
舎
―

撮
影

加
藤

興
一
さ
ん（
東
）

公民館からのお知らせは、ホームページにも掲載しています。��
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ひ
ろ
ば

〈
サ
ー
ク
ル
訪
問
２
５
０
〉

「
金
曜
史
話
会
」

（
５
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
）

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

「
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
」
７
月
の
例
会
は
「
中

国
の
文
化
と
諸
事
情
」
に
つ
い
て
一
橋

大
学
留
学
生
の
盧
越
さ
ん
に
お
話
を
聞

き
ま
す
。
質
疑
応
答
が
弾
む
楽
し
い
会

で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

７
月
１２
日
�
夜
７
時
～
９
時

場
所

一
橋
大
学
内

国
際
交
流
会
館

連
絡
先

芦
沢
（
５７６
）
０
４
７
４

国
立
う
た
Ｏ
Ｈ
！
会

う
た
ご
え
喫
茶
と
も
し
び
の
司
会
を

さ
れ
て
い
た
深
代
利
定
さ
ん
（
通
称
バ

ク
さ
ん
）
と
一
緒
に
み
ん
な
で
楽
し
く

歌
い
ま
し
ょ
う
。
ア
コ
伴
奏
で
リ
ク
エ

ス
ト
曲
を
歌
い
ま
す
。
参
加
費
８００
円
。

日
時

７
月
１０
日
�
夜
６
時
２５
分
～

場
所

さ
ん
せ
い
ホ
ー
ル

連
絡
先

小
田
０９０
（

３０４５
）
２
８
０
６

第
１７０
回
く
い
し
ん
ぼ
ク
ラ
ブ

ト
ゥ
イ
さ
ん
の
ベ
ト
ナ
ム
料
理

ヘ
ル
シ
ー
な
ベ
ト
ナ
ム
の
家
庭
料
理

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。
材
料
費
８００

円
。
ゴ
ミ
袋
と
ふ
き
ん
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

日
時

７
月
２１
日
�
昼
１
時
～

場
所

福
祉
会
館

３
階
料
理
講
習
室

は
ち
み
や

連
絡
先

八
宮
（
５７１
）
１
０
０
７

ジ
ュ
ニ
ア
短
期
水
泳
教
室
募
集

２４
年
度
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
地
域
推
進
事

業
。
小
学
１
年
～
中
学
生
対
象
。
初
級

か
ら
レ
ベ
ル
別
に
公
認
指
導
員
が
指
導

し
ま
す
。
参
加
費
無
料
。
先
着
７０
名
。

締
切
７
月
１８
日
。
国
立
市
水
泳
連
盟

日
時

７
月
２３
～
３０
日

夕
４
～
６
時

場
所

総
合
体
育
館

室
内
プ
ー
ル

連
絡
先

堀
（
５７５
）
８
３
８
１
（
夜
）

ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
講
習
会

プ
ロ
コ
ー
チ
に
よ
る
初
心
者
か
ら
上

級
者
ま
で
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
指
導
あ
り
。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
。
小
学
校
高
学
年

お
よ
び
中
高
生
対
象
。
参
加
費
無
料
。

申
込
締
切
７
月
３１
日
。

日
時

８
月
１９
日
�
９
時
予
備
２５
日
�

場
所

広
場
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

連
絡
先

平
野
（
５７６
）
７
８
１
５
FAX
共

言
葉
の
オ
イ
リ
ュ
ト
ミ
ー
練
習

毎
週
、
天
使
館
オ
イ
リ
ュ
ト
ミ
ー
・

シ
ュ
ー
レ
修
了
の
講
師
を
お
招
き
し
て

初
心
者
向
け
に
言
葉
の
オ
イ
リ
ュ
ト

ミ
ー
を
練
習
し
て
い
ま
す
。
参
加
費
等

詳
細
は
連
絡
先
ま
で
。
主
催

野
ば
ら

日
時

毎
週
金
曜
日
夜
７
時
半
～
９
時

場
所

公
民
館

地
下
音
楽
室
（
予
定
）

連
絡
先

桑
原
０９０
（

６５１１
）
８
４
５
２

講
演
会
・
公
民
館
を
考
え
る

公
民
館
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
公
民

館
運
営
審
議
会
の
役
割
は
何
か
―
長
澤

成
次
さ
ん
（
千
葉
大
学
教
育
学
部
教
授
）

に
お
話
し
し
て
も
ら
い
ま
す
。
主
催

国
立
市
公
民
館
を
守
る
会

日
時

７
月
２５
日
�
夜
７
時
～
９
時

場
所

公
民
館

３
階
講
座
室

連
絡
先

杉
原
（
５７７
）
０
１
２
４

「
金
曜
史
話
会
」
は
２６
年
前
、
公
民

館
主
催
の
「
昭
和
史
講
座
」
第
一
期
の

後
、
自
主
サ
ー
ク
ル
と
し
て
発
足
し
た

（
男
女
１６
名
）。

激
動
の
昭
和
（
戦
中
・
戦
後
）
を
い

ろ
い
ろ
な
形
で
く
ぐ
り
抜
け
て
き
た
会

員
た
ち
は
、
多
摩
の
戦
後
を
踏
ま
え
な

が
ら
自
分
の
歩
ん
で
き
た
昭
和
の
歴
史

の
真
実
と
疑
問
に
答
え
を
求
め
た
。
講

座
に
参
加
し
な
が
ら
、
史
話
会
で
も
史

実
を
こ
つ
こ
つ
と
確
か
め
て
い
っ
た
。

「
当
番
に
な
る
卓
話
者
（
報
告
者
）
は

大
変
で
し
た
が
、
月
一
回
の
集
ま
り
に

は
熱
が
入
り
、
皆
わ
く
わ
く
し
て
い
ま

し
た
」
と
会
員
の
方
は
言
う
。

講
座
は
参
加
者
の
熱
い
要
望
と
、
あ

ま
り
に
大
き
な
内
容
を
含
ん
で
い
た
た

め
に
、
困
難
も
あ
っ
た
が
、
第
一
四
期

ま
で
続
け
ら
れ
た
。
会
員
も
真
実
を
知

り
、
語
り
た
い
と
願
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

金
曜
史
話
会
の
学
習
内
容
は
多
摩
の

「
昭
和
史
」
か
ら
ア
ジ
ア
や
世
界
へ
と

大
き
な
広
が
り
を
み
せ
、
社
会
、
文
化
、

教
育
、
暮
ら
し
な
ど
も
語
り
合
っ
た
。

ま
た
、
史
実
の
真
意
を
追
求
し
つ
つ
も

一
人
ひ
と
り
の
思
い
は
一
つ
に
な
ら
な

か
ん
か
ん
が
く
が
く

い
こ
と
も
多
く
、
侃
々
諤
々
と
、
な
ぜ

違
う
の
か
を
確
か
め
あ
っ
た
の
も
楽
し

い
思
い
出
で
あ
る
。

今
年
３
月
に
は
「
原
発
」
を
取
り
上

げ
る
と
こ
ろ
ま
で
来
た
が
、
会
員
の
高

齢
化
が
会
の
継
続
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け

る
。
私
が
訪
問
し
た
時
の
参
加
者
は
、

た
か
し
お

代
表
の
高
塩
武
治
さ
ん
と
宮
本
利
江
さ

ん
の
お
二
人
だ
け
だ
っ
た
。

「
残
念
だ
け
ど
金
曜
史
話
会
は
今
日
で

終
わ
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
続
け
た
か
っ

た
ん
で
す
が
、
今
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
一
杯

の
資
料
を
ど
う
し
よ
う
、
と
悩
ん
で
い

ま
す
」。
お
二
人
は
ま
た
、「
史
話
会
を

通
し
て
い
ろ
い
ろ
な
真
実
を
胸
に
刻
み

ま
し
た
。
公
民
館
の
一
室
が
こ
の
会
を

支
え
、
こ
の
場
で
学
べ
た
こ
と
が
本
当

に
う
れ
し
い
」
と
感
慨
深
げ
だ
っ
た
。

会
員
の
手
記
も
多
く
載
る
『
そ
の
時
、

私
は
…
…
戦
中
・
戦
後
』（
公
民
館
講

座
参
加
者
手
記
、
公
民
館
図
書
室
所
蔵
）

は
貴
重
な
歴
史
の
声
だ
と
思
う
。

連
絡
先

高
塩
（
５７３
）
３
９
４
８

〈
文
・
写
真

梶
原
直
子
〉

＊印は参加自由、他は事前申込みが必要です。

１２日（木）夜 くにたちブッククラブ

「金井美恵子『タマや』」

１４日（土）朝 親子で遊ぼう・考えよう〈出張版〉

「夏本番！ あそび縁日スペシャル」

２１日（土）昼～「生ごみ分解ＢＯＸをつくろう！」

２２日（日）昼＊シネボックス 公民館映画会

『時をかける少女』細田守監督

２４日（火）昼～くにたち地域活動入門

２６日（木）昼～「介護短歌、はじめませんか」

２８日（土）朝 親子で遊ぼう・考えよう

「プラネタリウムで星と太陽を見よう！」

２８日（土）昼＊図書室のつどい「人間らしい生活とは何

か？―暇と退屈の倫理学―」

２８日（土）夕 男性の料理教室「酒のおつまみ」

２９日（日）昼 市民による市民のためのメディア研究

「くにたち市民メディア構想会議」

８月１１日（土）昼＊平和講座「被爆体験を聞くつどい」

今月の公民館（７月、８月初）

�この「公民館だより」は再生紙を使用しています�

「
後
に
続
く
人
が
出
て
く
れ
る
と
う
れ

し
い
」
と
話
す
お
二
人

����������������������������������������������������������������

����������������������������������������������������������������

（6）第６２９号く に た ち 公 民 館 だ よ り2012年（平成24年）7月5日


